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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年11月26日(2015.11.26)

【公開番号】特開2015-128059(P2015-128059A)
【公開日】平成27年7月9日(2015.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-044
【出願番号】特願2014-240306(P2014-240306)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0569   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｇ  11/52     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   10/0569   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｇ   11/52     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月6日(2015.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、その基材の少なくとも片面上の少なくとも一部に形成された熱可塑性ポリマー
を含有する層と、を備える蓄電デバイス用セパレータであって、
　前記熱可塑性ポリマーが、シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と、カル
ボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体と、を単量体単位として有する共重合体を含
む、蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項２】
　前記共重合体が、その共重合体１００質量％に対して１０～９０質量％の前記シクロア
ルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と、前記カルボキシル基を有するエチレン性不
飽和単量体を含む前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と共重合可能な
その他の単量体と、を単量体単位として有する共重合体を含む、請求項１記載の蓄電デバ
イス用セパレータ。
【請求項３】
　前記その他の単量体が、アミド基を有するエチレン性不飽和単量体を含む、請求項２記
載の蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項４】
　前記その他の単量体が、ヒドロキシル基を有するエチレン性不飽和単量体を含む、請求
項２又は３に記載の蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項５】
　前記その他の単量体が、架橋性単量体を含む、請求項２～４のいずれか１項に記載の蓄
電デバイス用セパレータ。
【請求項６】
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　前記その他の単量体が、炭素数４以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキシ基と
からなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、
　前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エ
ステル単量体の含有割合は、共重合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である
、請求項２～５のいずれか１項に記載の蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項７】
　前記その他の単量体が、炭素数６以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキシ基と
からなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、
　前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エ
ステル単量体の含有割合は、共重合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である
、請求項２～５のいずれか１項に記載の蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項８】
　前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体が、シクロヘキシルアクリレー
ト又はシクロヘキシルメタクリレートである、請求項１～７のいずれか１項に記載の蓄電
デバイス用セパレータ。
【請求項９】
　前記共重合体のガラス転移温度が５０℃以上である、請求項１～８のいずれか１項に記
載の蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項１０】
　前記共重合体が、乳化重合によって製造された共重合体を含む、請求項１～９のいずれ
か１項に記載の蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項１１】
　アルミニウム箔に対して、温度８０℃、圧力１０ＭＰａで３分間加圧した後の剥離強度
が１０Ｎ／ｍ以上である、請求項１～１０のいずれか１項に記載の蓄電デバイス用セパレ
ータ。
【請求項１２】
　前記熱可塑性ポリマーを含有する層が、前記基材の少なくとも片面上にドット状に存在
する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項１３】
　前記基材が、ポリオレフィン微多孔膜である、請求項１～１２のいずれか１項に記載の
蓄電デバイス用セパレータ。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の蓄電デバイス用セパレータを備える蓄電デバイ
ス。
【請求項１５】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の蓄電デバイス用セパレータを備えるリチウムイ
オン二次電池。
【請求項１６】
　シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と、カルボキシル基を有するエチレ
ン性不飽和単量体と、を単量体単位として有する共重合体。
【請求項１７】
　前記共重合体が、前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体１０～９０質
量％と、前記カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体を含む前記シクロアルキル
基を有するエチレン性不飽和単量体と共重合可能なその他の単量体と、を単量体単位とし
て有する共重合体である、請求項１６記載の共重合体。
【請求項１８】
　前記その他の単量体が、アミド基を有するエチレン性不飽和単量体を含む、請求項１７
に記載の共重合体。
【請求項１９】
　前記その他の単量体が、ヒドロキシル基を有するエチレン性不飽和単量体を含む、請求
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項１７又は１８に記載の共重合体。
【請求項２０】
　前記その他の単量体が、架橋性単量体を含む、請求項１７～１９のいずれか１項に記載
の共重合体。
【請求項２１】
　前記その他の単量体が、炭素数４以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキシ基と
からなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、
　前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エ
ステル単量体の含有割合は、共重合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である
、請求項１７～２０のいずれか１項に記載の共重合体。
【請求項２２】
　前記その他の単量体が、炭素数６以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキシ基と
からなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、
　前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エ
ステル単量体の含有割合は、共重合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である
、請求項１７～２０のいずれか１項に記載の共重合体。
【請求項２３】
　前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体が、シクロアルキル基を有する
（メタ）アクリル酸エステル単量体である、請求項１６～２２のいずれか１項に記載の共
重合体。
【請求項２４】
　前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体が、シクロヘキシルアクリレー
ト又はシクロヘキシルメタクリレートである、請求項１６～２３のいずれか１項に記載の
共重合体。
【請求項２５】
　前記共重合体のガラス転移温度が５０℃以上である、請求項１６～２４のいずれか１項
に記載の共重合体。
【請求項２６】
　前記共重合体が、乳化重合によって製造される共重合体である、請求項１６～２５のい
ずれか１項に記載の共重合体。
【請求項２７】
　前記共重合体が、蓄電デバイスに用いられる、請求項１６～２６のいずれか１項に記載
の共重合体。
【請求項２８】
　前記共重合体が、蓄電デバイス用セパレータに用いられる、請求項１６～２７のいずれ
か１項に記載の共重合体。
【請求項２９】
　水と、その水中に分散した請求項１６～２８のいずれか１項に記載の共重合体と、を含
む水分散体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　すなわち、本発明は下記のとおりである。
［１］基材と、その基材の少なくとも片面上の少なくとも一部に形成された熱可塑性ポリ
マーを含有する層と、を備える蓄電デバイス用セパレータであって、前記熱可塑性ポリマ
ーが、シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と、カルボキシル基を有するエ
チレン性不飽和単量体と、を単量体単位として有する共重合体を含む、蓄電デバイス用セ
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パレータ。
［２］前記共重合体が、その共重合体１００質量％に対して１０～９０質量％の前記シク
ロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と、前記カルボキシル基を有するエチレン
性不飽和単量体を含む前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と共重合可
能なその他の単量体と、を単量体単位として有する共重合体を含む、上記蓄電デバイス用
セパレータ。
［３］前記その他の単量体が、アミド基を有するエチレン性不飽和単量体を含む、上記蓄
電デバイス用セパレータ。
［４］前記その他の単量体が、ヒドロキシル基を有するエチレン性不飽和単量体を含む、
上記蓄電デバイス用セパレータ。
［５］前記その他の単量体が、架橋性単量体を含む、上記蓄電デバイス用セパレータ。
［６］前記その他の単量体が、炭素数４以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキシ
基とからなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、前記シクロアルキル基を有する
エチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エステル単量体の含有割合は、共重
合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である、上記蓄電デバイス用セパレータ
。
［７］前記その他の単量体が、炭素数６以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキシ
基とからなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、前記シクロアルキル基を有する
エチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エステル単量体の含有割合は、共重
合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である、上記蓄電デバイス用セパレータ
。
［８］前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体が、シクロヘキシルアクリ
レート又はシクロヘキシルメタクリレートである、上記蓄電デバイス用セパレータ。
［９］前記共重合体のガラス転移温度が５０℃以上である、上記蓄電デバイス用セパレー
タ。
［１０］前記共重合体が、乳化重合によって製造された共重合体を含む、上記蓄電デバイ
ス用セパレータ。
［１１］アルミニウム箔に対して、温度８０℃、圧力１０ＭＰａで３分間加圧した後の剥
離強度が１０Ｎ／ｍ以上である、上記蓄電デバイス用セパレータ。
［１２］前記熱可塑性ポリマーを含有する層が、前記基材の少なくとも片面上にドット状
に存在する、上記蓄電デバイス用セパレータ。
［１３］前記基材が、ポリオレフィン微多孔膜である、上記蓄電デバイス用セパレータ。
［１４］上記蓄電デバイス用セパレータを備える蓄電デバイス。
［１５］上記蓄電デバイス用セパレータを備えるリチウムイオン二次電池。
［１６］シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と、カルボキシル基を有する
エチレン性不飽和単量体と、を単量体単位として有する共重合体。
［１７］前記共重合体が、前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体１０～
９０質量％と、前記カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体を含む前記シクロア
ルキル基を有するエチレン性不飽和単量体と共重合可能なその他の単量体と、を単量体単
位として有する共重合体である、上記共重合体。
［１８］前記その他の単量体が、アミド基を有するエチレン性不飽和単量体を含む、上記
共重合体。
［１９］前記その他の単量体が、ヒドロキシル基を有するエチレン性不飽和単量体を含む
、上記共重合体。
［２０］前記その他の単量体が、架橋性単量体を含む、上記共重合体。
［２１］前記その他の単量体が、炭素数４以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキ
シ基とからなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、前記シクロアルキル基を有す
るエチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エステル単量体の含有割合は、共
重合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である、上記共重合体。
［２２］前記その他の単量体が、炭素数６以上のアルキル基と（メタ）アクリロイルオキ
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シ基とからなる（メタ）アクリル酸エステル単量体を含み、前記シクロアルキル基を有す
るエチレン性不飽和単量体及び前記（メタ）アクリル酸エステル単量体の含有割合は、共
重合体１００質量％に対して５０～９９．９質量％である、上記共重合体。
［２３］前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体が、シクロアルキル基を
有する（メタ）アクリル酸エステル単量体である、上記共重合体。
［２４］前記シクロアルキル基を有するエチレン性不飽和単量体が、シクロヘキシルアク
リレート又はシクロヘキシルメタクリレートである、上記共重合体。
［２５］前記共重合体のガラス転移温度が５０℃以上である、上記共重合体。
［２６］前記共重合体が、乳化重合によって製造される共重合体である、上記共重合体。
［２７］前記共重合体が、蓄電デバイスに用いられる、上記共重合体。
［２８］前記共重合体が、蓄電デバイス用セパレータに用いられる、上記共重合体。
［２９］水と、その水中に分散した上記共重合体と、を含む水分散体。
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